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1 研究背景と目的 

 La5Mo4O16はMoの形式的な価数が 4.25 であり, 4

価と 5価が 3:1の割合で存在している。ab面に平行

にスピン S=1 のMo4+とスピン S=1/2 のMo5+を中心

としたMoO6の正八面体が市松状に並んだ構造とな

り , 面間は非磁性のMo4+を含むMo2O10がMo4+O6

同士をつないでいるので, 二次元磁性体とみなせ

る。 

この物質は 200K 以下で面内フェリ磁性, 面間反

強磁性という磁気秩序を示すが, 1T以上の磁場下で

面内フェリ磁性, 面間強磁性にメタ磁性転移する。

これに伴い, 負の磁気抵抗を示すことが知られてい

る。また 60K, 90K 付近でも異常が生じることが知

られており, 磁気抵抗にも特徴的な変化が見られ

る。そこで本研究では各温度で磁気抵抗がどのよう

に変化をするかをより詳細に調べた。 

また, 遷移金属のMoサイトへのドーピングの効果

についても調べた。特に Co を 20%ドープした

La5Mo3.2Co0.8O16について, 磁気抵抗の温度依存性

を調べた。 

2 実験方法 

La2MoO6とMoO3とCo金属を原料とした真空封管

によって多結晶La5Mo4O16およびLa5Mo3.2Co0.8O16

を得た。その後 Floating Zone 法により結晶を成長さ

せて単結晶試料を得た。磁気抵抗の測定は超伝導マ

グネットとクライオスタットを用いて 2端子法で行

った。 

3 実験結果および考察 

 La5Mo4O16およびLa5Mo3.2Co0.8O16の磁気抵抗測

定の結果を図 1に示す。La5Mo4O16の±1T付近に見

られる負の磁気抵抗の大きさと, 5Tまでの高磁場で

見られる正の磁気抵抗の大きさを温度に対してプ

ロットしたものを図 2, 図 3 に示す。負の磁気抵抗

は 200Kから現れて, 90Kでさらにその絶対値が大き

くなるが, 正の磁気抵抗は 200K と 90K 付近で大き

くなることがわかる。これは各温度での磁気構造の

変化に対応していると考えられる。 

La5Mo3.2Co0.8O16の高磁場で見られる正の磁気抵

抗の大きさを温度に対してプロットしたものを図 4

に示す。母物質と異なり±1T付近での負の磁気抵抗

はほとんど見られなくなっているが, これは Co が

面間の Mo サイトに入ることで二次元磁性体ではな

くなったことに起因すると考えられる。 

  

   
図 1 磁気抵抗測定の結果 

 
図 2 La5Mo4O16の負の磁気抵抗  図 3 La5Mo4O16の正の磁気抵抗 

 
図 4 La5Mo3.2Co0.8O16の正の磁気抵抗 
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